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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ラベルを印刷するためのラベルデータを１以上記憶するラベルデータ記憶部と、
　前記ラベルデータの選択候補として、各ラベルデータに含まれるテキストデータの少な
くとも一部と、各ラベルデータを特定するためのデータ番号と、を含む編集画面を１ラベ
ルごとに切り替えて表示する表示部と、を備え、
　前記ラベルデータ記憶部は、前記表示部の表示の切り替え、前記編集画面に表示中の前
記ラベルデータの印刷指示、装置の電源オフ処理の開始、のうちいずれか１以上をトリガ
ーとして、前記編集画面における編集結果を、当該編集画面に対応するラベルデータに上
書き記憶することを特徴とするラベルデータ処理装置。
【請求項２】
　前記ラベルデータ記憶部に記憶されている前記ラベルデータと、前記編集画面における
編集結果に対応するラベルデータとの差異の有無を判定する差異判定部をさらに有し、
　前記ラベルデータ記憶部は、前記差異判定部により前記差異があると判定された場合に
、前記上書き記憶を行うことを特徴とする請求項１に記載のラベルデータ処理装置。
【請求項３】
　任意の前記ラベルデータに対して編集処理が実行されたことを示す処理フラグを当該ラ
ベルデータに関連付けて記憶する処理フラグ記憶部をさらに備え、
　前記ラベルデータ記憶部は、前記処理フラグ記憶部に、前記ラベルデータに関連付けて
前記処理フラグが記憶されている場合、当該ラベルデータに対して前記上書き記憶を行い
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、
　前記処理フラグ記憶部は、前記上書き記憶が行われたラベルデータに関連付けて記憶し
た前記処理フラグを消去することを特徴とする請求項１に記載のラベルデータ処理装置。
【請求項４】
　前記表示部における前記編集画面の表示を１ラベルごとに切り替えるための切替操作部
をさらに備え、
　前記切替操作部は、表示切替ボタンの押下ごとに前記表示部の表示をラベル単位で切り
替える手動操作部と、前記表示切替ボタンの継続押下中に、前記表示部の表示を所定時間
ごとに連続して順次ラベル単位で切り替える自動操作部と、を有していることを特徴とす
る請求項１ないし３のいずれか一項に記載のラベルデータ処理装置。
【請求項５】
　前記ラベルデータは、前記データ番号、前記ラベルの印刷内容を示すテキストデータ、
および前記ラベルの印刷設定を示す設定データから成り、
　前記ラベルデータのうち、「前記テキストデータを含まない、且つ、前記設定データが
所定の設定を示す」という条件を満たしたラベルデータをブランクデータとし、
　前記表示部は、前記ラベルデータが、前記ブランクデータである場合と、前記ブランク
データでない場合と、において、前記データ番号を異なる表示形態で表示することを特徴
とする請求項１ないし４のいずれか一項に記載のラベルデータ処理装置。
【請求項６】
　前記ラベルデータは、前記データ番号、前記ラベルの印刷内容を示すテキストデータ、
および前記ラベルの印刷設定を示す設定データから成り、
　前記ラベルデータのうち、「前記テキストデータを含まない、且つ、前記設定データが
所定の設定を示す」という条件を満たしたラベルデータをブランクデータとし、
　前記表示部は、前記ラベルデータが、前記ブランクデータである場合、当該ラベルデー
タがブランクデータであることを示す属性キャラクターを表示することを特徴とする請求
項１ないし４のいずれか一項に記載のラベルデータ処理装置。
【請求項７】
　ラベルを印刷するためのラベルデータを１以上記憶するラベルデータ記憶ステップと、
　前記ラベルデータの選択候補として、各ラベルデータに含まれるテキストデータの少な
くとも一部と、各ラベルデータを特定するためのデータ番号と、を含む編集画面を１ラベ
ルごとに切り替えて表示する表示ステップと、を備え、
　前記ラベルデータ記憶ステップは、前記表示ステップの表示の切り替え、前記編集画面
に表示中の前記ラベルデータの印刷指示、装置の電源オフ処理の開始、のうちいずれか１
以上をトリガーとして、前記編集画面における編集結果を、当該編集画面に対応するラベ
ルデータに上書き記憶することを特徴とするラベルデータ処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ラベルを印刷するためのラベルデータをファイルとして登録することができ
るラベルデータ処理装置およびラベルデータ処理方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ユーザーが作成したラベルのテキストデータを、装置本体にファイルとして登録
（保存）することができるテープ印刷装置が知られている（非特許文献１参照）。このテ
ープ印刷装置では、ユーザーがテキスト画面（編集画面）においてテキストを入力した後
、ファイルキー押下等のファイルメニュー操作により、当該テキストのデータをファイル
登録する（ファイル登録機能）。なお、このテープ印刷装置は、テキストデータを複数フ
ァイル登録することが可能である。また、登録したファイルは、上記のファイルメニュー
操作により、ユーザーが所望するタイミングで呼び出すことができる（ファイル呼出機能
）。なお、ファイルの登録および呼出を行う際、ユーザーは、編集画面とは別に設けられ
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た、登録ファイルの選択画面において、登録先および呼出を行うファイルを選択する。こ
の登録ファイルの選択画面には、ファイルの選択候補として、各ファイルのファイル名が
表示される。これにより、例えば、以前に作成した印刷物を再度印刷するような場合、そ
の印刷物の内容を再入力することなく、ファイルを呼び出すのみで印刷することができる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【非特許文献１】「テプラ」ＰＲＯ　ＳＲ５５０　取扱説明書、第１版（２００９年７月
発行）、ｐ．１０１－ｐ．１０３
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記のテープ印刷装置では、ファイルの登録および呼出を行う場合、上記の通
り、ファイルメニュー操作を行って登録ファイルの選択画面を表示させ、選択候補の中か
ら所望のファイルを選択する必要がある。つまり、ファイルの登録および呼出を行うため
には、編集作業とは異なるメニュー階層に入る必要があるため、操作が複雑であるという
問題がある。また、選択画面に表示されるファイルの選択候補がファイル名であるため、
ユーザーは、選択時にファイルの内容（テキストデータ）を確認することが出来ず、誤っ
たファイルを選択してしまうという問題もある。この場合、作成したテキストデータを誤
ったファイルに上書き登録してしまったり、誤ったファイルを呼び出して、再度、呼出操
作を実行しなければならず、非常に利便性が悪い。または、ファイルの内容を確認する機
能を設けることもできるが、その場合には実際に複数のファイル内容を確認するためにフ
ァイルひとつひとつのファイル番号を選んで内容を確認しては戻って別のファイル番号を
選択する、という手間がかかって効率が非常に悪いうえ、画面階層も操作もさらに複雑に
なるという問題が生ずる。
【０００５】
　本発明は、上記の点に鑑み、ラベルを印刷するための複数のラベルデータを容易に編集
および管理することができるラベルデータ処理装置およびラベルデータ処理方法を提供す
ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明のラベルデータ処理装置は、ラベルを印刷するためのラベルデータを１以上記憶
するラベルデータ記憶部と、ラベルデータの選択候補として、各ラベルデータに含まれる
テキストデータの少なくとも一部と、各ラベルデータを特定するためのデータ番号と、を
含む編集画面を１ラベルごとに切り替えて表示する表示部と、を備え、ラベルデータ記憶
部は、表示部の表示の切り替え、編集画面に表示中のラベルデータの印刷指示、装置の電
源オフ処理の開始、のうちいずれか１以上をトリガーとして、編集画面における編集結果
を、当該編集画面に対応するラベルデータに上書き記憶することを特徴とする。
　上記のラベルデータ処理装置において、ラベルデータ記憶部に記憶されているラベルデ
ータと、編集画面における編集結果に対応するラベルデータとの差異の有無を判定する差
異判定部をさらに有し、ラベルデータ記憶部は、差異判定部により差異があると判定され
た場合に、上書き記憶を行うことが好ましい。
　上記のラベルデータ処理装置において、任意のラベルデータに対して編集処理が実行さ
れたことを示す処理フラグを当該ラベルデータに関連付けて記憶する処理フラグ記憶部を
さらに備え、ラベルデータ記憶部は、処理フラグ記憶部に、ラベルデータに関連付けて処
理フラグが記憶されている場合、当該ラベルデータに対して上書き記憶を行い、処理フラ
グ記憶部は、上書き記憶が行われたラベルデータに関連付けて記憶した処理フラグを消去
することが好ましい。
　上記のラベルデータ処理装置において、表示部における編集画面の表示を１ラベルごと



(4) JP 5909867 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

に切り替えるための切替操作部をさらに備え、切替操作部は、表示切替ボタンの押下ごと
に表示部の表示をラベル単位で切り替える手動操作部と、表示切替ボタンの継続押下中に
、表示部の表示を所定時間ごとに連続して順次ラベル単位で切り替える自動操作部と、を
有していることが好ましい。
　上記のラベルデータ処理装置において、ラベルデータは、データ番号、ラベルの印刷内
容を示すテキストデータ、およびラベルの印刷設定を示す設定データから成り、ラベルデ
ータのうち、「テキストデータを含まない、且つ、設定データが所定の設定を示す」とい
う条件を満たしたラベルデータをブランクデータとし、表示部は、ラベルデータが、ブラ
ンクデータである場合と、ブランクデータでない場合と、において、データ番号を異なる
表示形態で表示することが好ましい。
　上記のラベルデータ処理装置において、ラベルデータは、データ番号、ラベルの印刷内
容を示すテキストデータ、およびラベルの印刷設定を示す設定データから成り、ラベルデ
ータのうち、「テキストデータを含まない、且つ、設定データが所定の設定を示す」とい
う条件を満たしたラベルデータをブランクデータとし、表示部は、ラベルデータが、ブラ
ンクデータである場合、当該ラベルデータがブランクデータであることを示す属性キャラ
クターを表示することが好ましい。
　本発明のラベルデータ処理方法は、ラベルを印刷するためのラベルデータを１以上記憶
するラベルデータ記憶ステップと、ラベルデータの選択候補として、各ラベルデータに含
まれるテキストデータの少なくとも一部と、各ラベルデータを特定するためのデータ番号
と、を含む編集画面を１ラベルごとに切り替えて表示する表示ステップと、を備え、ラベ
ルデータ記憶ステップは、表示ステップの表示の切り替え、編集画面に表示中のラベルデ
ータの印刷指示、装置の電源オフ処理の開始、のうちいずれか１以上をトリガーとして、
編集画面における編集結果を、当該編集画面に対応するラベルデータに上書き記憶するこ
とを特徴とする。
　なお、以下の構成としても良い。
　本発明のラベルデータ処理装置は、ラベルを印刷するためのラベルデータを１以上記憶
するラベルデータ記憶部と、ラベルデータの選択候補として、各ラベルデータに含まれる
テキストデータの少なくとも一部を含む編集画面を１ラベルごとに切り替えて表示する表
示部と、を備えたことを特徴とする。
【０００７】
　本発明のラベルデータ処理方法は、ラベルを印刷するためのラベルデータを１以上記憶
するラベルデータ記憶ステップと、ラベルデータの選択候補として、各ラベルデータに含
まれるテキストデータの少なくとも一部を含む編集画面を１ラベルごとに切り替えて表示
する表示ステップと、を備えたことを特徴とする。
【０００８】
　これらの構成によれば、登録されているラベルデータの選択画面が、当該ラベルデータ
の編集画面でもあるため、データの編集および選択（登録・呼出のための）を行う画面（
編集画面および選択画面）をそれぞれ表示させる必要がない。言い換えれば、データの編
集および選択を行うためのメニューに区別がなく、ラベルデータの選択候補上でダイレク
トにラベルデータの内容を編集することができる。よって、異なるメニューの行き来が必
要なく、単純な操作で複数のラベルデータの編集および管理を行うことができる。
　また、ラベルデータに含まれるテキストデータを含む編集画面を選択候補として表示す
るため、ユーザーは、選択時にデータの内容を確認しながら適切にラベルデータを選択す
ることができる。なお、「テキストデータを含む編集画面」とは、テキストが入力されて
いない場合の空白表示（ブランク表示）を含むものとする。
　また、１ラベルごとに選択候補を切り替えて表示するため、表示部に多く面積を取るこ
とができない小型の装置に有効である。なお、「１ラベルごとに切り替えて表示する」と
は、ラベルデータが複数行で表示される場合、編集画面を、行単位ではなく、ラベル単位
で切り替えて表示することをさす。例えば、上下カーソルキーの押下によって編集画面を
切替表示する場合、１回の押下で複数行まとめて切り替えることになる。
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【０００９】
　この場合、表示部における編集画面の表示を１ラベルごとに切り替えるための切替操作
部をさらに備えていることが好ましい。
【００１０】
　この構成によれば、選択候補の切替をユーザーの所望のタイミングで行うことができる
。
【００１１】
　これらの場合、ラベルデータ記憶部は、表示部の表示の切り替えをトリガーとして、表
示の切り替え前の前記編集画面における編集結果を、当該編集画面に対応するラベルデー
タに上書き記憶を行うことが好ましい。
【００１２】
　この構成によれば、ラベルデータの保存（登録）ための特別な操作が必要ない。よって
、保存操作のし忘れなどによって、ラベルデータの編集結果を消失することがない。また
、ラベルデータの保存（登録）ための専用キー等を設ける必要もないため、装置上のキー
の増加を抑えることができる。
【００１３】
　上記のラベル処理装置において、ラベルデータに基づく画像を印刷テープに印刷する印
刷部をさらに備え、印刷部は、表示部において編集画面が表示中であるラベルデータを印
刷対象とすることが好ましい。
【００１４】
　この構成によれば、選択候補として表示されているラベルデータをそのまま印刷するこ
とができる。すなわち、登録されたラベルデータの呼出および印刷が容易である。
【００１５】
　この場合、印刷部の印刷実行を指示するための印刷指示部をさらに備え、ラベルデータ
記憶部は、印刷指示部の指示をトリガーとして、編集画面における編集結果を、当該編集
画面に対応するラベルデータに上書き記憶を行うことが好ましい。
【００１６】
　この構成によれば、保存操作のし忘れなどによって、ラベルデータの編集結果を消失す
ることがない。また、印刷したラベルと同様のラベルを再度印刷したいときに利便性が良
い。
【００１７】
　上記のラベルデータ処理装置において、ラベルデータ記憶部は、装置の電源オフ処理の
開始をトリガーとして、編集画面における編集結果を、当該編集画面に対応するラベルデ
ータに上書き記憶を行うことが好ましい。
【００１８】
　この構成によれば、保存操作のし忘れなどによって、ラベルデータの編集結果を消失す
ることがない。また、ユーザーの意思に反して装置の電源が遮断された場合であっても、
編集したデータを保存することができる。なお、装置の電源オフ処理の開始をトリガーと
しても良いし、装置の電源オフ処理を指示する指示部の指示をトリガーとしても良い。
【００１９】
　これらの場合、ラベルデータ記憶部に記憶されているラベルデータと、編集画面におけ
る編集結果に対応するラベルデータとの差異の有無を判定する差異判定部をさらに有し、
ラベルデータ記憶部は、差異判定部により差異があると判定された場合に、上書き記憶を
行うことが好ましい。
【００２０】
　また、任意のラベルデータに対して編集処理が実行されたことを示す処理フラグを当該
ラベルデータに関連付けて記憶する処理フラグ記憶部をさらに備え、ラベルデータ記憶部
は、処理フラグ記憶部に、ラベルデータに関連付けて処理フラグが記憶されている場合、
当該ラベルデータに対して上書き記憶を行い、処理フラグ記憶部は、上書き記憶が行われ
たラベルデータに関連付けて記憶した処理フラグを消去することが好ましい。
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【００２１】
　これら構成によれば、ラベルデータを閲覧するために選択候補を切り替えた場合など、
記憶部に記憶されているラベルデータと、編集結果のラベルデータが同一である場合に、
同様のデータを上書き記憶する処理を省くことができる。
【００２２】
　上記のラベルデータ処理装置において、切替操作部は、表示切替ボタンの押下ごとに表
示部の表示をラベル単位で切り替える手動操作部と、表示切替ボタンの継続押下中に、表
示部の表示を所定時間ごとに連続して順次ラベル単位で切り替える自動操作部と、を有し
ていることが好ましい。
【００２３】
　この構成によれば、手動操作部によってラベルデータを１つずつ確認しながら所望のラ
ベルデータを選択することができ、一方、自動操作部によってラベルデータの切り替えを
自動的に行いながら所望のラベルデータを選択することができる。
【００２４】
　上記のラベルデータ処理装置において、ラベルデータは、各ラベルデータを特定するた
めのデータ番号、ラベルの印刷内容を示すテキストデータ、およびラベルの印刷設定を示
す設定データから成り、ラベルデータのうち、「テキストデータを含まない、且つ、設定
データが所定の設定を示す」という条件を満たしたラベルデータをブランクデータとし、
表示部は、選択候補として、データ番号およびテキストデータを含む編集画面を表示し、
ラベルデータが、ブランクデータである場合と、ブランクデータでない場合と、において
、データ番号を異なる表示形態で表示することが好ましい。
【００２５】
　上記のラベルデータ処理装置において、ラベルデータは、各ラベルデータを特定するた
めのデータ番号、ラベルの印刷内容を示すテキストデータ、およびラベルの印刷設定を示
す設定データから成り、ラベルデータのうち、「テキストデータを含まない、且つ、設定
データが所定の設定を示す」という条件を満たしたラベルデータをブランクデータとし、
表示部は、選択候補として、データ番号、およびテキストデータを含む編集画面を表示し
、ラベルデータが、ブランクデータである場合、当該ラベルデータがブランクデータであ
ることを示す属性キャラクターをさらに表示することが好ましい。
【００２６】
　これらの構成によれば、新しくラベルデータを入力したい場合、選択候補の中から入力
先となるブランクデータを容易に探し出すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】本発明の一実施形態に係るテープ印刷装置の開蓋状態における外観斜視図である
。
【図２】ディスプレイに表示される編集画面の一例を示した図である。
【図３】テープ印刷装置の制御ブロック図である。
【図４】ファイル記憶領域に記憶されたデータ構成について説明した図である。
【図５】（ａ）はファイル番号１のラベルデータの印刷結果を示した図であり、（ｂ）は
ファイル番号２のラベルデータの印刷結果を示した図である。
【図６】ラベルデータの記憶／表示イメージを示した図である。
【図７】ディスプレイに表示される編集画面の画面遷移の一例である。
【図８】ディスプレイに表示される編集画面の画面遷移の一例である。
【図９】ディスプレイに表示される編集画面の画面遷移の一例である。
【図１０】ディスプレイに表示される編集画面の画面遷移の一例である。
【図１１】処理対象領域の切り替え処理を示したフローチャートである。
【図１２】ディスプレイに表示される編集画面の他の例を示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
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　以下、本発明の一実施形態について、添付図面を参照しながら詳細に説明する。なお、
本実施形態では、ラベルデータ処理装置を、印刷テープに印刷を行ってラベルを作成する
テープ印刷装置に適用して説明する。図１は、本実施形態に係るテープ印刷装置１の開閉
蓋４を開いた状態の外観斜視図である。図示のように、テープ印刷装置１は、装置ケース
２により外装が形成され、装置ケース２の前部上面には各種入力キーを備えたキーボード
３が配置されると共に、後部上面には開閉蓋４が取り付けられている。開閉蓋４の内側に
はディスプレイ５（表示部）とテープカートリッジ６を装着するためのカートリッジ装着
部７が窪入形成されており、テープカートリッジ６は開閉蓋４を開放した状態でカートリ
ッジ装着部７に着脱される。また、開閉蓋４にはこれを閉止した状態でディスプレイ５を
視認するための覗き窓４ａと、テープカートリッジ６の装着／非装着を視認するための覗
き窓４ｂと、がそれぞれ形成されている。
【００２９】
　キーボード３には、文字キー群３ａ、および各種動作モード（メニュー）等を指定する
ための機能キー群３ｂが配列されている。文字キー群３ａは、ＪＩＳ配列に基づいたフル
キー構成であり、操作するキー数の増加を抑えるための［シフト］キー９を備えるなど、
一般のワードプロセッサー等と同様である。機能キー群３ｂには、電源ボタン１０、［印
刷］キー１１、およびカーソルキー１２などが含まれる。なお、これらのキー入力は、一
般的なキーボードと同様に、キー入力毎に個別にキーを設けても良いし、［シフト］キー
９等と組み合わせてより少ない数のキーを用いて入力するようにしても良い。
【００３０】
　電源ボタン１０は、テープ印刷装置１の電源のオン／オフを行うためのキーである。［
印刷］キー１１（印刷指示部）は、印刷実行を指示するためのキーである。カーソルキー
１２は、上下左右キー（［↑］，［↓］，［←］，［→］）から成り、カーソル移動やス
クロール操作を行うためのキーである。なお、本発明では、［シフト］キー９を押下しな
がらカーソルキー１２を押下することによって、ディスプレイ５に表示される編集画面を
、ラベルごとに切り替えることができる（切替操作部）。後に詳述する。
【００３１】
　装置ケース２の左側部には、カートリッジ装着部７と外部とを連通するテープ排出口２
１が形成され、このテープ排出口２１には、送り出した印刷テープＴを切断するためのテ
ープカッター２２（図３参照）が臨んでいる。そして、テープ排出口２１から印刷済みの
印刷テープＴが所定長さだけ送り出され、送りを一旦停止させた状態で、この印刷済みの
印刷テープＴをテープカッター２２により切断することにより、短冊状のラベルを作成す
る。
【００３２】
　一方、カートリッジ装着部７には、ヘッドカバー２５内にサーマルタイプの印刷ヘッド
２６が内蔵されたヘッドユニット２４と、印刷ヘッド２６に対峙するプラテン駆動軸４０
と、後述のインクリボンＲを巻き取る巻き取り駆動軸２８と、後述のテープリール３２の
位置決め突起２９とを備えている。また、カートリッジ装着部７の下側には、プラテン駆
動軸４０および巻き取り駆動軸２８を回転させるテープ送りモーター３０（図３参照）が
内蔵されている。
【００３３】
　テープカートリッジ６は、カートリッジケース３１内部の上部中央部に、一定の幅（４
ｍｍ～４８ｍｍ程度）の印刷テープＴを巻回したテープリール３２と、右下部にインクリ
ボンＲを巻回したリボンリール３３とを収容して構成されており、印刷テープＴとインク
リボンＲは同じ幅で構成されている。また、テープリール３２の左下部には印刷ヘッド２
６を覆うヘッドカバー２５に差し込まれるための貫通孔３４が形成されている。さらに、
貫通孔３４に差し込まれたヘッドユニット２４は印刷テープＴとインクリボンＲとが重な
る部分に対応して、前記プラテン駆動軸４０に嵌合されて回転駆動するプラテンローラー
３５が配置されている。一方、前記リボンリール３３に近接してリボン巻き取りリール３
６が配置され、リボンリール３３から繰り出されたインクリボンＲは、ヘッドカバー２５
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を周回するように配置され、リボン巻き取りリール３６に巻き取られるようになっている
。
【００３４】
　テープカートリッジ６がカートリッジ装着部７に装着されると、ヘッドカバー２５に貫
通孔３４が、位置決め突起２９にテープリール３２の中心孔が、巻き取り駆動軸２８にリ
ボン巻き取りリール３６の中心孔がそれぞれ差し込まれ、印刷テープＴおよびインクリボ
ンＲを挟み込んで印刷ヘッド２６がプラテンローラー３５に当接して印刷が可能になる。
その後、ユーザーがディスプレイ５の編集結果を確認しながらキーボード３により所望の
テキスト（文字、数字、記号、簡易図形等のキャラクター）や画像を入力し、印刷を指示
すると、テープ印刷装置１は、テープ送りモーター３０によりテープカートリッジ６から
印刷テープＴを繰り出し、印刷ヘッド２６の発熱素子を選択的に発熱させることにより印
刷テープＴに所望の印刷を行う。印刷テープＴの印刷済み部分はテープ排出口２１から随
時外部に送り出され、印刷を完了すると、テープ送りモーター３０は、余白分を含むテー
プ長さの位置まで印刷テープＴの送りを行った後、その送りを停止する（その後、切断処
理に移行する）。
【００３５】
　一方、印刷テープＴは、裏面に粘着剤層が形成された記録テープＴａと、この粘着剤層
により記録テープＴａに貼り付けられた剥離テープＴｂとから構成されている。そして、
印刷テープＴは、記録テープＴａを外側にし、かつ剥離テープＴｂを内側にしてロール状
に巻回されてカートリッジケース３１内に収容されている。また、印刷テープＴは、テー
プ種別（テープ幅、テープの地色、地模様、材質（質感）など）が異なる複数種のものが
用意されており、各カートリッジケース３１には、このうち１種類の印刷テープＴおよび
インクリボンＲが収容されている。また、カートリッジケース３１の裏面にはテープカー
トリッジ６の種別を特定する複数の孔（図示省略）が設けられている。また、複数の孔に
対応してカートリッジ装着部７には、これらを検出するテープ識別センサー２７（マイク
ロスイッチ等）が、複数設けられており、このテープ識別センサー２７により複数の孔の
状態を検出することで、テープ種別を判別できるようになっている。
【００３６】
　ディスプレイ５は、液晶ディスプレイ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａ
ｙ）であり、ユーザーがキーボード３を用いて入力した入力情報に基づく編集結果、およ
び当該編集結果に基づいて生成された印刷データ等を確認したりする際に用いられる。
【００３７】
　図２は、ディスプレイ５に表示される編集画面の一例を示している。図示のように、デ
ィスプレイ５は、入力されたテキストの表示に際し、１文字（以下の説明において、キャ
ラクター（文字、数字、記号、簡易図形等）を代表して「文字」と記載する）を所定の文
字サイズで表示し、１画面内に５文字（１行あたりの文字数）×２行の文字表示が可能な
表示領域ＤＡ（ディスプレイエリア）を有している。なお、図中の符号ＦＭは、該当する
行の文字列が１行目に位置することを示すと共に、ファイル番号を示すファイルマークを
示し、符号ＬＭは、各文字列が何行目に位置するかを示す行頭マーク（ラインマーク）を
示し、符号Ｋは、編集位置を示すカーソルの位置を示す。図示のように、ファイルマーク
ＦＭは、ファイル番号を示す数字が四角囲みで表示され、行頭マークＬＭは、行番号を示
す数字が丸囲みで表示される。すなわち、ファイルマークＦＭにおいて、四角囲みである
ことが、該当する行の文字列が当該ファイルの１行目であることを示している。
【００３８】
　また、図２（ａ）は、テキストの入力がある場合、すなわち、後述のファイル記憶領域
８５にテキストデータが記憶されている場合の編集画面を示している。この場合、ファイ
ルマークＦＭおよび行頭マークＬＭは、黒地に白字の番号で表示される。一方、同図（ｂ
）は、テキストの入力がない場合、すなわち、後述のファイル記憶領域８５にテキストデ
ータが記憶されていない場合の編集画面を示している。この場合、ファイルマークＦＭお
よび行頭マークＬＭは、白地に黒字の番号で表示される。これにより、ユーザーは、ファ
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イルマークＦＭおよび行頭マークＬＭの色表示によって、表示されているラベルデータが
、ブランクデータであるか否かを一目で把握することができる。なお、同図（ｂ）は、テ
キストデータ以外の設定データについてはデフォルト設定と同様の設定が成されているも
のとする（後に詳述する）。
【００３９】
　次に、図３の制御ブロック図を参照し、テープ印刷装置１の制御構成について説明する
。テープ印刷装置１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）８１、ＲＡＭ（Random　A
ccess　Memory）８２、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）８３、フラッシュＲＯＭ８４、デ
ィスプレイ５、キーボード３、カッターモーター２３、テープカッター２２、テープ送り
モーター３０、印刷ヘッド２６およびテープ識別センサー２７を備えている。これらのう
ち、ＲＡＭ８２、ＲＯＭ８３、およびフラッシュＲＯＭ８４は、ＣＰＵ８１とバス８６を
介して接続され、その他の構成要素はＣＰＵ８１と直接接続されている。
【００４０】
　ＣＰＵ８１は、中央処理装置であり、テープ印刷装置１の各構成部を統括制御する。Ｒ
ＡＭ８２は、ＣＰＵ８１が各種制御を行う際のワークエリアとして用いられる。ＲＯＭ８
３は、ＣＰＵ８１が各種制御を行うための制御プログラムおよび制御情報を記憶している
。制御プログラムとしては、具体的に、印刷・カット処理、ファイル記憶処理、ディスプ
レイの表示処理を行うためのプログラム等を記憶している（図示省略）。
【００４１】
　フラッシュＲＯＭ８４は、ファイル記憶領域８５（ラベルデータ記憶部）を有している
。ファイル記憶領域８５は、ユーザーにより入力されたラベルを印刷するためのデータ（
ラベルデータ）を１ラベルごとにファイルとして記憶する（図４参照）。
【００４２】
　ディスプレイ５は、編集結果や印刷レイアウトを表示するための表示部として機能する
。キーボード３は、ユーザーが情報を入力するための入力部、編集処理を行うための編集
部、各種設定を行うための設定部、などとして機能する。カッターモーター２３は、テー
プカッター２２と接続され、切断部として機能する。
【００４３】
　また、テープ送りモーター３０および印刷ヘッド２６は、テープＴを搬送しながら当該
テープＴ上に印刷を行う印刷部として機能する。また、上記のとおり、印刷ヘッド２６お
よびテープ識別センサー２７は、カートリッジ装着部７に設けられ、テープ識別センサー
２７は、テープカートリッジ６に収容されたテープＴの種別を検出する。ＣＰＵ８１は、
このテープ識別センサー２７の検出結果に基づいて（テープ材質や幅等に基づいて）、テ
キストとして入力可能な行数および文字数の制限、切断可能か否かの判別、などを行う。
そして、ＣＰＵ８１は、印刷指示に応じて、印刷ヘッド２６、カッターモーター２３、テ
ープ送りモーター３０の駆動制御を行う。
【００４４】
　次に、図４を参照して、ファイル記憶領域８５に記憶されたファイルのデータ構成につ
いて説明する。ファイル記憶領域８５には、最大５０個のラベルデータをファイルとして
記憶することが可能である。図示のように、ラベルデータは、ラベルデータを特定するた
めの「ファイル番号（データ番号）」、テキストデータの各文字列がラベルの何行目に配
置されるかを示す「行番号」、ユーザーが入力したテキストデータ、および作成される「
ラベルの種類」を含んでいる。なお、本実施形態では、テキストデータを４行まで入力す
ることができる。すなわち、本実施形態のテープ印刷装置１は、テープ幅方向に最大４行
分の文字列を並べて印刷されたラベルを作成することができる。
【００４５】
　また、「ラベルの種類」とは、作成されるラベルの形態を示し、本実施形態では、例え
ば、所定のキー操作によって、「通常ラベル」および「インデックス」のいずれかをユー
ザーが選択できる構成になっている。「通常ラベル」を選択した場合、テキストデータの
各文字列が行番号順にテープ幅方向に並べて印刷されたラベルが作成される（図５（ａ）
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参照）。一方、「インデックス」を選択した場合、ラベルの先端から所定幅の余白領域５
０を設け、さらに「通常ラベル」と同様の印刷結果が２組テープ長方向に並べて印刷され
たラベルが作成される（図５（ｂ）参照）。すなわち、「インデックス」が選択された場
合、テープ印刷装置１は、余白領域５０＋２組のテキストデータから構成される印刷デー
タを生成し、印刷処理を行う。このようにして作成されたラベルは、ユーザーが、剥離テ
ープＴｂを取り除いた記録テープＴａを、２組のテキストデータが背中合わせとなるよう
に折りたたみ、余白領域を接着代とすることにより、インデックスとして使用することが
できる。
【００４６】
　このように、本実施形態では、ファイル記憶領域８５に、「ラベルの種類」すなわち、
印刷設定を示すデータ（設定データ）を含んだラベルデータがファイルとして記憶されて
いる。これによれば、１つラベルごとに印刷設定を保存しておくことができる。なお、本
実施形態では、デフォルト設定として、「通常ラベル」が選択される構成となっている。
また、請求項における「設定データが所定の設定を示す」とは、「ラベルの種類」として
「通常ラベル」が選択されている状態を示す。そして、図４に示す「ファイル番号」が２
５のラベルデータのように、テキストデータが入力されておらず、「ラベルの種類」とし
て「通常ラベル」が選択されているラベルデータを「ブランクデータ」とする。なお、テ
キストデータが入力されていない場合であっても、「ラベルの種類」として「インデック
ス」が選択されているラベルデータは、「ブランクデータ」ではなく、入力のあるラベル
データとして扱われる。よって、当該ラベルデータについて、ファイルマークＦＭおよび
行頭マークＬＭは、黒地に白字の番号で表示される構成としてもよい。
【００４７】
　図６は、ファイル記憶領域８５に記憶された各ラベルデータに含まれる各キャラクター
を、ディスプレイ５の表示領域ＤＡにおける１マスごとに対応させた記憶／表示イメージ
を示している。すなわち、この記憶／表示イメージは、ファイル記憶領域８５が保持する
データ内容を示すと共に、ディスプレイ５に表示される表示内容を同時に示している。図
示のように、ラベルデータのファイル番号が、ファイル番号を示す属性キャラクターであ
るファイルマークＦＭとして、各文字列の行番号が、行番号を示す属性キャラクターであ
る行頭マークＬＭとして、示されている。なお、１行目を示す行頭マークＬＭの表示は省
略し、ファイルマークＦＭが１行目を示す行頭マークＬＭの機能を含むこととする。これ
により、表示領域ＤＡ内において、属性キャラクターの表示スペースの拡大を抑えること
ができる。そして、各マークの右隣には、テキストデータの対応する各文字列が示されて
いる。
【００４８】
　また、図６に示すように、表示領域ＤＡ（ディスプレイエリア）は、処理対象となって
いるラベルのラベルデータを示す処理対象領域ＰＡ内を移動することができる。すなわち
、処理対象領域ＰＡは、編集画面および印刷レイアウトの確認画面として機能する表示領
域ＤＡが移動可能な領域であり、編集および印刷の処理対象となる領域である。実際には
、表示領域ＤＡは、カーソルキー１２の押下信号に基づいて、処理対象領域ＰＡ内を移動
する。なお、この処理対象領域ＰＡは、ファイルとして記憶されている各ラベルデータを
示す領域であるラベルデータ領域ＬＡ１，ＬＡ２，…，ＬＡ５０（あわせて記憶／表示イ
メージの全領域をさす）のうち、処理対象となっているラベルデータ領域ＬＡをさす。図
中では、ファイル番号１のラベルデータ領域ＬＡ１が、処理対象領域ＰＡである場合を示
している。
【００４９】
　また、処理対象領域ＰＡは、ラベルごとに切り替えることができる。すなわち、処理対
象とするラベルデータを切り替えることができる。実際には、処理対象領域ＰＡは、［シ
フト］キー９およびカーソルキー１２の押下信号に基づいて、現在処理対象であるラベル
データ領域ＬＡから異なるラベルデータ領域ＬＡに切り替えられる（切替操作部）。なお
、請求項における「選択候補」および「編集画面」とは、この処理対象領域ＰＡをさす。
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【００５０】
　なお、処理対象領域ＰＡの切り替え後、表示領域ＤＡは、ファイルマークＦＭを左上端
のマスに表示させる位置に配置され、編集位置を示すカーソルＫは、ファイルマークＦＭ
の右隣のマスに表示される（図７参照）。以下の説明において、処理対象領域ＰＡ切り替
え後の表示領域ＤＡの表示状態を、「初期状態」と称す。
【００５１】
　次に、図７ないし図１０を参照し、ディスプレイ５における編集画面（表示領域ＤＡ）
の画面遷移について説明する。図７は、処理対象領域ＰＡを切り替える際の画面遷移を示
している。なお、図示では、すべての表示領域ＤＡを初期状態で示している。
【００５２】
　図７に示すように、表示領域ＤＡが、ラベルデータ領域ＬＡ１内にある、すなわち、処
理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１である状態において、［シフト］キー９および
［↓］キーが１回押下されると、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１からラベル
データ領域ＬＡ２に切り替わり、表示領域ＤＡが、ラベルデータ領域ＬＡ２内に初期状態
で表示される。このとき、表示領域ＤＡの全画面の文字表示が消去される「空白表示」が
０．５秒間実施された後、切り替え後の画面が表示される。一方、表示領域ＤＡが、ラベ
ルデータ領域ＬＡ１内にある、すなわち、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１で
ある状態において、［シフト］キー９および［↑］キーが１回押下されると、処理対象領
域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１からラベルデータ領域ＬＡ５０に切り替わり、表示領域
ＤＡが、ラベルデータ領域ＬＡ５０内に初期状態で表示される。このときも、表示領域Ｄ
Ａの全画面の文字表示が消去される「空白表示」が０．５秒間実施された後、切り替え後
の画面が表示される。
【００５３】
　このように、ユーザーは、［シフト］キー９およびカーソルキー１２を用いて、処理対
象となるラベルデータをサイクリックに切り替える。すなわち、［シフト］キー９および
カーソルキー１２を用いて、所望のラベルデータを選択する。このとき、表示領域ＤＡに
は、ファイルマークＦＭ、行頭マークＬＭ、およびテキストデータの一部が表示されてい
るため、ユーザーは、ラベルデータの選択候補としてラベルデータの内容（テキストデー
タ）を確認しながら適切にラベルデータを選択することができる。また、表示領域ＤＡに
表示されているラベルデータが処理対象（印刷および編集対象）となるため、ユーザーは
、選択したラベルデータの「確定」を意味する特別な操作を行わなくても良い。すなわち
、表示領域ＤＡに表示されるラベルデータを切り替える操作自体が、「確定」の意味を含
んでいる。これらの構成により、ユーザーは、ラベルデータの「登録」や「呼出」を行う
必要がない。
【００５４】
　なお、印刷装置１は、［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下をトリガーとし
て、切り替え前の処理対象領域ＰＡのテキストデータを対応するラベルデータ領域ＬＡ１
に上書き記憶する。例えば、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１である状態にお
いて、［シフト］キー９および［↓］キーが押下されると、切り替え前の処理対象領域Ｐ
Ａ（ラベルデータ領域ＬＡ１）の編集結果が、ファイル記憶領域８５のラベルデータ領域
ＬＡ１に上書き記憶される。なお、［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下後に
実施される「空白表示」は、この上書き記憶の処理が実行中であることを示している。な
お、上書き処理に０．５秒以上要する場合は、実際に上書き処理を実行している間「空白
表示」を実施し続ける。一方、上書き処理に０．５秒も要さない場合であっても、「空白
表示」を最低０．５秒間実施する。これにより、ユーザーに対して、上書き記憶が行われ
ている感覚を与えることができる。
【００５５】
　図８は、ファイル番号１のラベルデータを処理対象とし、表示領域ＤＡが処理対象領域
ＰＡ（ＬＡ１）内を移動する場合の画面遷移を示している。図示のように、電源オン後（
前回の処理対象がファイル番号１のラベルデータであった場合）、あるいは、処理対象領
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域ＰＡの切り替え後、表示領域ＤＡは、ファイルマークＦＭを左上端のマスに表示させ（
デフォルト位置）、カーソルＫをファイルマークＦＭの右隣のマス（「Ｆ」が表示されて
いる）に表示させる。本実施形態では、テキストデータの入力の有無にかかわらず、電源
オン後、あるいは、処理対象領域ＰＡの切り替え後には、表示領域ＤＡを上記の初期状態
で表示する。
【００５６】
　上記の初期状態から、［↑］キーが１回押下されると、表示領域ＤＡは、処理対象領域
ＰＡ（ＬＡ１）外に移動することができない、すなわち、処理対象領域ＰＡ（ＬＡ１）外
のデータを表示することができないため、変わらず、ラベルデータ領域ＬＡ１において初
期状態で表示する。
【００５７】
　一方、初期状態から［↓］キーが連続して３回押下されると、表示領域ＤＡが、３行目
の行頭マークＬＭを左上端のマスに表示させる位置に移動し、カーソルＫが４行目のテキ
ストデータの先頭マスに位置される（「Ｆ」が表示されている）。さらに、この状態で［
↓］キーが１回押下されると、表示領域ＤＡは、処理対象領域ＰＡ（ＬＡ１）外のデータ
を表示することができないため、表示状態を変化させない。
【００５８】
　さらに、この状態から［→］キーが１７回連続して押下されると、表示領域ＤＡが、３
行目の１４番目の文字（「ｘ」が表示されている）を左上端のマスに表示させる位置に移
動し、カーソルＫが４行目の１８番目（空白マスである）のマスに位置される。なお、本
実施形態では、１行に最大１８文字の入力（記憶）が可能であり、１８番目のマスは、最
終番目のマスを示す。そして、この状態で［→］キーが１回押下されると、表示領域ＤＡ
は、処理対象領域ＰＡ（ＬＡ１）外のデータを表示することができないため、表示状態を
変化させない。
【００５９】
　そして、この状態から、［シフト］キー９および［↓］キーが押下されると、処理対象
領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１からラベルデータ領域ＬＡ２に切り替わり、表示領域
ＤＡが、ラベルデータ領域ＬＡ２内において、初期状態で表示される。
【００６０】
　このように、ユーザーは、カーソルキー１２を用いて、表示領域ＤＡを処理対象領域Ｐ
Ａ内で移動させながら、新たなテキストの入力・削除等の編集作業および編集結果の確認
を行う。言い換えれば、カーソルキー１２の単独押しでは、処理対象領域ＰＡ外のラベル
データを表示すること、すなわち処理対象領域ＰＡを切り替えることはできない。これに
よれば、編集作業のためのカーソルＫの移動操作と、処理対象領域ＰＡを他のラベルに切
り替える（選択候補の切り替え）ための操作と、が異なっているため、誤って所望以外の
ラベルデータを編集・印刷してしまうことがない。
【００６１】
　また、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１である場合、すなわち、ラベルデー
タ領域ＬＡ１内に表示領域ＤＡがある場合（位置は問わない）に、［印刷］キー１１が押
下されると、ラベルデータ領域ＬＡ１のラベルデータに基づいて印刷処理が行われる（図
５（ａ）参照）。なお、新たなテキストの入力・削除等の編集作業が行われた場合は、［
印刷］キー１１押下直前のテキストデータに基づいて印刷処理が行われる。そして、［印
刷］キー１１の押下をトリガーとして、［印刷］キー１１押下直前の編集後のテキストデ
ータがファイル記憶領域８５のラベルデータ領域ＬＡ１に上書き記憶されてもよい。
【００６２】
　なお、例えば、処理対象となっているラベルデータにおいてテキストデータが入力され
ていない場合は（例えば、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ２５である場合）、
［印刷］キー１１を押下しても印刷処理は実行されない。また、たとえ、テキストデータ
が入力されていない場合であって、「ラベルの種類」がデフォルト設定の「通常ラベル」
から「インデックス」に変更されていた場合であっても（ブランクデータではない場合で
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も）、［印刷］キー１１を押下しても印刷処理は実行されない。但し、スペースを意味す
るテキストデータが入力されていた場合は、［印刷］キー１１が押下されると、印刷処理
が実行される。この場合、テキストが印刷されない（例えば、無地）ラベルが作成される
。
【００６３】
　図９は、処理対象領域ＰＡを自動で切り替える場合の画面遷移を示している。図７に示
した処理対象領域ＰＡの切り替えは、［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下ご
とに、１ラベルずつ処理対象領域ＰＡを切り替えるものであったが（手動操作部）、［シ
フト］キー９およびカーソルキー１２を長押しすることによって、処理対象領域ＰＡの切
り替えを自動的に切り替える（オートスクロール）ことができる（自動操作部）。
【００６４】
　図９に示すように、表示領域ＤＡが、ラベルデータ領域ＬＡ１内にある、すなわち、処
理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１である状態において、［シフト］キー９および
［↓］キーが所定期間以上押下し続けられると、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域Ｌ
Ａ１から、ラベルデータ領域ＬＡ２、ラベルデータ領域ＬＡ３、ラベルデータ領域ＬＡ４
、へと順次自動的に切り替えられる。そして、［シフト］キー９および［↓］キーの押下
が終了すると、その時点において処理対象であるラベルデータ領域ＬＡが処理対象領域Ｐ
Ａとなり、表示領域ＤＡが、当該ラベルデータ領域ＬＡ内において初期状態で表示される
。図中では、ファイル番号が２５のラベルデータが処理対象領域ＰＡであるときに、［シ
フト］キー９および［↓］キーの押下が終了した場合を示している。
【００６５】
　なお、処理対象領域ＰＡの切り替え時には、印刷装置１はテキストデータの上書き記憶
を実行しないため、上記の「空白表示」は実施されない。また、［シフト］キー９および
［↓］キーの押下中の処理対象領域ＰＡの切り替えは、所定期間ごとに実行される。すな
わち、選択候補の表示の切り替えは、所定期間ごとに行われる。これによれば、５０個の
ラベルデータの中から所望のファイル番号を探す場合、または、ブランクデータを探す場
合、処理対象領域ＰＡが順次自動的切り替えられることによって、所望のラベルデータを
早く探し出すことができる。特に、ブランクデータを探す場合、表示されるファイルマー
クＦＭおよび行頭マークＬＭが、ブランクデータではないラベルデータのマークに対して
色が反転して表示されるため、グランクデータを容易に見つけることができる（図９参照
）。
【００６６】
　同様に、図１０に示すように、処理対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１である状態
において、［シフト］キー９および［↑］キーが所定期間以上押下し続けられると、処理
対象領域ＰＡがラベルデータ領域ＬＡ１から、ラベルデータ領域ＬＡ５０、ラベルデータ
領域ＬＡ４９、ラベルデータ領域ＬＡ４８へと順次自動的に切り替えられる。
【００６７】
　次に、図１１のフローチャートを参照して、本実施形態における処理対象領域ＰＡの切
り替え処理について説明する。先ず、印刷装置１は、電源ボタン１０の押下により装置の
電源がオンされると（Ｓ０１）、前回の処理対象領域ＰＡにおいて表示領域ＤＡを初期状
態で表示する（Ｓ０２）。そして、［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下信号
を受信すると（Ｓ０３：Ｙｅｓ）、当該キーの押下時間が所定時間を超えた場合（Ｓ０４
：Ｙｅｓ）、当該キーの押下中、処理対象領域ＰＡを順次切り替えて表示領域ＤＡを表示
する（Ｓ０５）。そして、［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下信号を受信し
なくなると（Ｓ０６：Ｙｅｓ）、その時点で処理対象となっているラベルデータ領域ＬＡ
（処理対象領域ＰＡ）において表示領域ＤＡを表示する（Ｓ０７）。
【００６８】
　一方、当該キーの押下時間が所定時間を超えなかった場合（Ｓ０４：Ｎｏ）、切り替え
前の処理対象領域ＰＡの編集結果とファイル記憶領域８５に記憶されているラベルデータ
とを比較し、差異があるか否かを判定する（差異判定部、Ｓ０８）。Ｓ０８において上記



(14) JP 5909867 B2 2016.4.27

10

20

30

40

50

の２つのデータ間に差異があると判定された場合（Ｓ０８：Ｙｅｓ）、切り替え前の処理
対象領域ＰＡの編集結果をファイル記憶領域８５に記憶されている当該ラベルデータに上
書き記憶する（Ｓ０９）。その後、処理対象領域ＰＡを切り替えて表示領域ＤＡを表示す
る（Ｓ１０）。一方、Ｓ０８において上記の２つのデータ間に差異がないと判定された場
合（Ｓ０８：Ｎｏ）、そのまま上書き記憶を実行せずに、処理対象領域ＰＡを切り替えて
表示領域ＤＡを表示する。
【００６９】
　このように、テープ印刷装置１は、記憶する対象であるラベルデータが、すでに記憶し
ているラベルデータとの間に差異がある場合にのみ、上書き記憶を行うため、同じ内容の
ラベルデータを再度記憶する処理を省くことができる。なお、本実施形態では、上記の上
書き記憶は、電源オン状態における電源ボタン１０の押下（電源オフ処理の開始）、また
、［印刷］キー１１の押下をトリガーとして実行される。
【００７０】
　なお、各ラベルデータに対して編集処理が実行されたことを示す処理フラグ（識別子）
を立て、この処理フラグによって、上書き記憶を行うか否かを判定する構成としてもよい
。この場合、処理フラグは、例えば、編集処理が実行されたことを示す「０１」および編
集処理が実行されていないことを示す「００」とし、ＣＰＵ８１は、ＲＡＭ８２に各ラベ
ルデータ（ファイル）に関連付けて記憶した処理フラグを書き換える。具体的には、ＣＰ
Ｕ８１は、任意のラベルデータについて上書き記憶実行後に、当該ラベルデータについて
テキスト入力や設定データの変更など初めて編集処理が実行された場合に、当該ラベルデ
ータの処理フラグを「０１」に書き換える。そして、処理対象領域ＰＡの切り替え、印刷
指示、および電源オフ処理、のいずれかが実行されると、処理対象のラベルデータについ
て処理フラグが「０１」である場合に、上書き記憶を実行する。そして、上書き記憶実行
後、当該ラベルデータの処理フラグを「００」に書き換える。なお、編集処理が成されて
いない場合は、処理フラグは「００」のまま書き換えられることはない。
【００７１】
　なお、請求項における「処理フラグ記憶部」とは、ＣＰＵ８１およびＲＡＭ８２をさす
。また、請求項における「処理フラグを消去する」とは、処理フラグを「００」から「０
１」に書き換えることをさす。
【００７２】
　また、上記の実施形態では、ラベルデータがブランクデータであることを示すために、
ファイルマークＦＭおよび行頭マークＬＭの色を反転させて表示したが、この他の方法と
して、ラベルデータがブランクデータであることを示す専用の属性キャラクターを表示領
域ＤＡに表示させても良い。この場合、例えば、図１２に示すように、ファイルマークＦ
Ｍおよび行頭マークＬＭの左隣のマスに属性キャラクターを表示する領域を設け、ラベル
データがブランクデータであることを示す専用の属性キャラクターを表示することが好ま
しい。
【００７３】
　また、ラベルの種類（上記の実施形態において「通常ラベル」および「インデックス」
）を示す専用属性キャラクターを表示領域ＤＡに表示させても良い。この場合、例えば、
図１２に示すように、ブランクデータであることを示す属性キャラクターと同様に、ラベ
ルの種類を示す専用の属性キャラクターを表示してもよい。
【００７４】
　これまで説明したテープ印刷装置１によれば、装置の電源オン後に、表示される編集画
面が、ファイル記憶領域８５に記憶されている５０個のラベルデータの選択候補でもある
ため、保存されたラベルデータを閲覧・選択するために、都度ファイルの呼出・登録の操
作を必要としないため、操作が容易で利便性が良い。また、ラベルデータの選択時にラベ
ルデータの内容（主にテキストデータ）を確認することができるため、適切に所望のラベ
ルデータを選択することができる。また、選択候補上で、ダイレクトにラベルデータを編
集したり、印刷したりすることができるため、操作が容易で利便性が良い。
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　また、選択候補の切り替えとして（［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下に
よって）、１ラベルごとの処理対象領域ＰＡが切り替えられるため、ディスプレイ５の表
示面積が小さく、一度にラベルデータのすべてのデータ内容を表示できない場合であって
も、容易に１ラベルごとの選択候補を切り替えることができる。また、ラベルデータを編
集するための操作（カーソルキー１２の単独押下）と、選択候補を切り替えるための操作
（［シフト］キー９およびカーソルキー１２の押下）と、が異なる操作であるため、誤っ
て処理対象のラベルデータを切り替える（選択候補を切り替える）誤操作を防ぐことがで
きる。
【００７６】
　なお、処理対象領域ＰＡを切り替える操作（ラベル間の移動）は、カーソルキーのみの
操作でも良い。
【００７７】
　なお、上記の実施形態では、処理対象領域ＰＡを自動で切り替える場合は、ラベルデー
タの上書き記憶を実施しない構成としたが、処理対象領域ＰＡを自動で切り替える場合に
おいても、表示の切り替えごとに上書き記憶を行う構成としてもよい。
【００７８】
　また、上記の実施形態において、ラベルデータに含まれる設定データとして、「ラベル
の種類」を示す情報を例示したが、設定データは、テキストデータの文字の書体、文字の
間隔等を示す情報を含むものであってもよい。
【００７９】
　また、上記の表示領域ＤＡにおいて、各属性キャラクター（ファイルマークＦＭ，行頭
マークＬＭ、ブランクデータを示すマーク、ラベルの種類を示すマーク）を固定表示して
も良い。これによれば、表示領域ＤＡが処理対象領域ＰＡを移動しても、常に属性キャラ
クターが表示されるため、ユーザーに対して常に各属性キャラクターが示すラベルマーク
の状態を提示することができる。
【００８０】
　また、上記した、テープ印刷装置１の各構成要素をプログラムとして提供することも可
能である。また、そのプログラムを記憶媒体（図示省略）に格納して提供することも可能
である。記録媒体としては、ＣＤ－ＲＯＭ、フラッシュＲＯＭ、メモリカード（コンパク
トフラッシュ（登録商標）、スマートメディア、メモリースティック等）、コンパクトデ
ィスク、光磁気ディスク、デジタルバーサタイルディスクおよびフレキシブルディスク等
を利用することができる。
【００８１】
　また、上述した実施例によらず、テープ印刷装置１の装置構成や処理工程等について、
本発明の要旨を逸脱しない範囲で、適宜変更も可能である。
【符号の説明】
【００８２】
　１：テープ印刷装置　５：ディスプレイ　９：［シフト］キー　１０：電源ボタン　１
１：［印刷］キー　１２：カーソルキー　８１：ＣＰＵ　８５：ファイル記憶領域　ＤＡ
：表示領域　ＦＭ：ファイルマーク　ＬＡ：ラベルデータ領域　ＰＡ：処理対象領域
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